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〔論　　文〕

家庭科教育と家族社会学
――家族関係学のテキスト分析より

西　村　純　子

要　旨
家族関係学は，家庭科教育における「家族関係」の学習の学問的基礎となる
領域であり，社会学・法学・心理学等の多様な領域にまたがる学際的な学問領
域である．本稿では，家族社会学に依拠した家族関係学のテキスト分析をおこ
ない，家族社会学が家族関係学におよぼしてきたインパクト，それがひいては
家庭科教育に対してどのような示唆を与えうるかを検討した．
戦後出版されたテキストを検討したところ，1960年代以降，家族社会学に依
拠した家族関係学のテキストは，一定の出版件数を保ってきた．これは家族社
会学が，家族関係学を支える一領域であり続けてきたことを示すものでもある．
それらのテキストの内容を検討したところ，家族社会学は家族関係学に，①家
族を実証的に分析し，理解するための概念，および，②家族が論じられる際に
しばしばともなう規範性を相対化する視点を提供してきたといえる．これらの
ことから，家族社会学は家庭科教育に対して，①実証的な知見に基づいた家族
に対する認識を提供し，②家族に関する規範を相対化する視点の重要性を指摘
してきたといえる．

1．はじめに

家庭科教育のカリキュラムにおいて「家族関
係」が導入されたのは，戦後1949年のことであっ
た．同年に示された「学習指導要領　家庭科編　
高等学校用」において，被服・子ども・家庭経
理・住居・食物・家庭衛生と並んで，カリキュ
ラムの一分野として「家族関係」が設置された．
日本において「家族関係学」という学問領域が
誕生したことも，こうした家庭科教育の動向に
よるものが大きい．学習指導要領に家族関係領
域の学習内容が明記され，家庭科の教員養成を
おこなう家政学系大学・短期大学では家族関係
学の科目を開講する必要があった．日本の大学
等における家族関係学の授業内容，またその学

問的体系は，発足当時から確立したものがあっ
たわけではなかった（星野 1992）．それらは家
庭科教員養成のためのカリキュラムの実現にさ
まざまな学問的立場から携わった先駆者たちの
試行錯誤のプロセスによって作りあげられてき
たものと考えることができる．
本稿の目的は，家族関係学のテキストを素材
に，家族社会学が家族関係学に対してどのよう
なインパクトをおよぼしてきたかを明らかにす
ることである．後述するように，家族関係学は
家族成員の相互関係について，さまざまな学問
からの多様なアプローチを含む学際的な学問領
域であるが，家族社会学はこれまで常に家族関
係学を支える一領域であり続けてきた．本稿で
は戦後から現在にいたるまでの家族関係学のテ
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キストにおいて，家族社会学がどのような概念
や分析枠組みを提供してきたかを検討すること
によって，家族社会学が家族関係学におよぼし
てきたインパクト，ひいては家族社会学が家庭
科教育に対してどのような示唆を与えうるかを
検討したい．なお，家族社会学が家族関係学，
あるいは家庭科教育へどのようなインパクトを
およぼしてきたかを検討しうる素材には，家族
関係学のテキスト以外にも学術論文，学会報告，
家庭科教科書・副読本など多様なものがありう
るが，本稿においては，家族関係学のテキスト
に分析の対象を限定して検討する．
本稿では，以下のような構成で議論を進める．
まず，2節で戦後の家庭科教育における「家族」
の位置づけについて確認し， 3節で家族関係学
がどのような学問であると議論されてきたかを
検討する．そのうえで，続く 4節では戦後の家
族関係学のテキスト出版状況について，年代別
の傾向を検討し， 5節において，家族社会学に
依拠した家族関係学のテキストについて，年代
別に内容を検討する．それらをふまえて， 6節
において，家族社会学が家族関係学にどのよう
なインパクトをもたらしてきたか，さらに，家
族社会学が家庭科教育に対してどのような示唆
を与えてきたかについて考察をおこなう．

2．戦後の家庭科教育における「家族」の位置づけ

戦後日本の教育課程は，GHQの民間情報教
育局（CIE）の指導のもと作成された．家庭科は，
1947年に発行された「学習指導要領　一般編（試
案）昭和二十二年度」において，社会科と並ん
で新設された．その教科課程表には，これまで
と違う点として「家庭科が，新しい名まえとと
もに，内容と異にして加えられていること」で
あるとしたうえで，「これまでの家事科と違っ
て，男女ともにこれを課することをたてまえと
する」1と述べられている．つまり家庭科は，
それまでの女子のみに課し，裁縫技能に特化し
た「家事科」および「裁縫科」とは異なる性格
の科目として設置されたのである．

新設された家庭科において，「家族」は非常
に重要な分野として位置づけられていた．「学
習指導要領　家庭科編（試案）昭和二十二年度」
において，家庭科教育は「家庭内の仕事や，家
族関係に中心を置き，各人が家庭建設に責任を
とることがてきるようにする」科目であると説
明されていることからも，「家族領域」の学習
が重視されていたことがうかがえる．その背景
には，家制度が廃止され，新憲法・新民法でう
たわれた民主主義的の理念を普及させていくう
えで，家庭科教育に大きな期待が寄せられてい
たことがあったといえるだろう．
ところが，1950年代終わりから1960年代はじ
めごろにかけて，家族関係の扱われ方に変化が
生じる．酒井（1986）は，1950年代半ばごろま
では，家族は学習者自らが形成してゆくものと
してとらえられ，民主的な家族関係，結婚にお
ける相互の幸福や配偶者選択などが学習内容と
して取り上げられていたが，1950年代終わりご
ろからはそうした視点が失われ，家族の構造・
機能といった客観的な面が強調され，領域内容
が簡単にされたと指摘している．
1958年中学校学習指導要領以降，男子は生産
技術を，女子は家庭生活技術を中心に学習する
という「男子向き」「女子向き」というコース
が設けられ，男子は家庭科教育を受けられなく
なった．また，「女子向き」の学習内容におい
ても，それまでおかれていた「家族」「家庭経営」
は削除され，調理，被服製作，家庭機械・家庭
工作といった技術面を重視する教育課程になっ
た2．このような動向は，当時の高度経済成長
期の日本社会における，「女性は妻となり，家
庭で夫を支える」という性別分業体制を色濃く
反映したものといえるだろう．
中学校学習指導要領に「家族関係」の文字が
復活するのは，1989年である．そこでは，「家
庭生活」という学習内容が設置され，指導内容
に「家族の生活と家族関係について考えること」
が含まれている．それ以降，家族に関わる学習
内容は相対的に重要視される傾向にあり，2017
年に示された中学校学習指導要領では，学習内
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容は「家族・家庭生活」「衣食住の生活」「消費
生活・環境」の 3本柱となっている．再び家族
に関する学習内容が「家族・家庭生活」という
かたちで家庭科教育の重要な柱と位置づけられ
るようになった背景には多様な要因がありうる
が，家庭科教育に関する研究者らからの，カリ
キュラム構想に関わる精力的な活動があったこ
とは注目に値する．例えば牧野カツコは，1980
年代以降，家庭科カリキュラムについて積極的
に発言してきた．牧野が構想したカリキュラム
は，教科の中心に家族を据え，被服，食物，住
居といった「もの」についての学習は，人間と
のかかわりで「衣生活」「食生活」「住生活」と
して学習する，という内容であった（牧野 
1986）．
このように，戦後の家庭科教育における「家
族」の学習領域は，戦後「民主的な家族関係」
という理念を実現すべく重要視された時代か
ら，高度経済成長期の性別分業体制のもと，調
理・被服製作等の技術的側面の習得が女子のみ
に重視され，「家族」の学習領域が軽視された
時代を経て，再び家庭科教育における中心的な
学習領域へ位置づけられるにいたっている．

3．「家族関係学」とはどのような学問か

では，家庭科教育における家族関係の学習の，
いわば学問的基礎となるような家族関係学と
は，どのような学問なのだろうか．家庭科教育
全体の学問的基礎は家政学であり，家族関係学
は，家政学の一領域として位置づけられている．
家政学には，（1）食物学，（2）被服学，（3）住
居学，（4）児童学，（5）家庭経営学，（6）家政
教育学の6領域があるが，家族関係学はそのう
ちの家庭経済学をさらに細分化したときの一領
域とされる3（日本家政学会編 1984）．
家族関係学がどのような学問であるかについ
ては，これまで多くの議論が重ねられてきたが，
袖井孝子は「家族関係学とは，家族成員の相互
関係に対して，多様なアプローチを試みる学際
的な学問領域」であるとしたうえで，その特徴

として，「規範性・実証性・実践性」の 3点を
あげている（袖井 1991: 2）．つまり家族関係学
とは，「家族成員の相互関係」という研究対象
に対して，学際的に，規範性・実証性・実践性
という志向性をもってアプローチする学問であ
るということができる．
家族関係学は学際的な学問領域である．のち
にみるように，家族関係学のテキストも，社会
学・心理学・法学等の多様な学問分野に依拠し
て作成されている．その学際的な性格は，家族
関係学の学問としての独自性を主張することを
難しくもしてきた．例えば，家族関係学の独自
性を主張することから一定の距離をおく立場の
松岡英子は，「研究の多くは社会学，心理学，
法学，人類学などで用いられている概念や研究
手法を用いて行われており，現時点で家族関係
学の独自な概念や研究手法を導き出そうとして
も，ほとんど何も出てこないと考えた方が妥当
であろう」（松岡 1989: 66）と述べ，学問とし
ての独自な概念や研究手法が不在であることか
ら，その学問としての独自性を主張することは
難しいとの立場をとる．しかし，学問として統
一的な概念や研究手法があるわけではない，言
い換えると多様な学問領域からの多様なアプ
ローチが許容されてきた点にこそ，家族関係学
の特徴があるともいえるだろう．
家族関係学が科学であろうとするとき，強調

されるのは，その実証性である．家族関係学の
定義は論者によって異なるところであるが，例
えば「家族の人間関係の法則性を，家庭の物的
諸条件と，所与の社会構造との関連において把
握する科学」（湯沢 1969: 6），「家族集団におけ
る人間関係を家庭生活の構造的要因との関連に
おいて把握する経験科学」（田村・岡村 1970: 
17）と定義されるように，「科学」であろうとす
る姿勢は多くの論者に共通している．科学であ
るために，実証的な方法論がとられるのである．
家族関係学はまた，実践的な志向をもつ学問
領域でもある．日本における家族関係学の成立
が，戦後の家庭科新設にともなうものであった
ことは， 1節でふれたとおりであるが，家族関
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係学が日本で発展していく過程においては，「家
庭生活の民主化」に資するような知見を社会に
対して発信することが意識されてきたといえる
だろう．また，家族関係学の独自性が主張され
る場合にも，その実践的な志向性が強調される
ことが多かった．例えば新田（1990）では，「家
族関係学は家族についての保険衛生学であり，
病理予防学である」としたうえで「家族関係学
というのは，自ら家族成員の一人として家族の
内側から自分自身の視点で，すなわち他の成員
との関係的視点で，具体的に考えさせる，すぐ
れて問題解決的・実践的科学でなければならな
い」（新田 1990: 71）と述べられ，家族関係学
が問題解決的・実践的科学であることが強調さ
れている．
さらに家族関係学の特徴として，家族に対す
る規範的なアプローチという点も挙げることが
できる．畠中（1998）は，家族関係学における
議論が（すべてではないにしても）家族を「理
念型」としてとらえる傾向があると指摘する．
そのうえで，例えば「正常な家族」（Normal 
Family）から「健康な家族」（Healthy Family）
へといった「理念型」の変更などによる新しい
理念の探求が必要であると主張している．

4．家族関係学のテキスト出版の年代別動向

家族関係学における家族社会学の貢献を検討
するに先立って，本節では戦後の家族関係学の
テキストの出版の動向について確認しておきた
い． 1節で述べたように，家族関係学が家政学
系大学・短期大学で開講されたのは戦後のこと
であるので，戦後出版された図書で家族関係学
のテキストとして編まれた著作，また必ずしも
テキストとしてでなくとも，「家族関係学」「家
族関係論」「家族関係」をタイトルに含み，家
族関係について包括的に論じようとしている著
作を取り上げる4．図書の選定にあたっては，「国
立国会図書館サーチ」（http://iss.ndl.go.jp/）を
もちいた．なお，家族関係に関して出版された
図書について，1980年ごろまでの出版動向を検

討したものに湯沢・鈴木（1983）がある．本稿
では，出版された図書の分類について湯沢・鈴
木（1983）にならい，1970年代までの動向に加
え，さらに1980年代から2018年現在までの動向
を把握する．
表 1は，1945年以降に出版された家族関係学
のテキストの一覧である．年代ごとの出版傾向
を把握するために，出版年の年代別に分けて示
した．表の左から 5列目に示すのは，その著作
が家族関係にアプローチするときに依拠する主
な学問分野である．家族関係学が，家族成員の
相互関係に対して「多様なアプローチを試みる
学際的な学問領域」であるという袖井孝子の定
義は 3節でふれたが，家族関係学のテキスト自
体が，多様な学問領域をベースに書かれている
ことは，その学際性の証左である．湯沢・鈴木
（1983）によると，家族関係学の著作は，（1）
1949年の高等学校学習指導要領に即した著書，
（2）心理学的アプローチ，（3）家政学者による
「家族関係」，（4）法学的アプローチ，（5）社会
学的アプローチ，（6）法学と経済学によるアプ
ローチ，（7）総合的アプローチに分けられる．
このうち（7）総合的アプローチとは，「諸分野
から執筆者を集めることによって総合性を打ち
出そうとする著書」（湯沢・鈴木 1983: 47）を
意味している．表1では，1980年ごろまでの著
作の分類については，湯沢・鈴木（1993）を踏
襲した．
表 1より，年代ごとの家族関係学のテキスト
の出版件数と，その著作が依って立つ学問分野
の動向について確認しよう．出版件数は，
1940-50年代 : 13件，1960年代 : 16件，1970年代 : 
18件，1980年代 : 17件，1990年代 : 9 件，2000
年代 : 5 件，2010年以降 : 1 件であり，1970年
代から80年代をピークに，1990年代以降，出版
件数は減少傾向にある．
さらに出版されたテキストの学問分野につい
てみると，1940-50年代には，出版された著作
13件のうち，心理学からのもの，法学からのも
のがそれぞれ 4件あり，家族関係学が日本に発
足して間もないころは，心理学・法学が比較的
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表1．1945年以降に出版された家族関係学テキスト一覧
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大きなインパクトをもっていたといえる．戦後
ほどない時期の家族関係学のテキストのいくつ
かに法学の観点が強いのは，家族のあり方が戦
後，法制度の面からも大きく改革され，新しい
家族法の解説に一定のニーズがあったからであ
ると考えられる．また，家族関係学が教育課程
に新設されたことにともない，1949年に示され
た高等学校学習指導要領の解説を試みる幸坂
（1949）・大元（1951）などが出版されているこ
と，またMoore と Leahy による米国の家族関
係学のテキストの訳書（Moore & Lehey 
（1948=1954）原著タイトルは “You and Your 
Family”）が出版されていることなども，この
時期の特徴である．
1960年代においても，法学の観点から執筆さ
れた著作は多く，16件中 8件を占める．心理学
（精神医学を含む）が 4件，社会学的な著作も
菊池幸子著『家族関係の社会学――生活編』が
初めて出版され， 4件が出版されている．1970
年代になると，「総合的アプローチ」（湯沢・鈴
木 1983）と分類されるようなテキストも登場
するが，心理学・法学・社会学という 3つの主
要分野からのテキストが出される傾向には変化
がない．1970年代に出版されたテキスト18件の
分野別の内訳は，心理学（精神医学を含む）・
6件，法学（法学・経済学を含む）・ 5件，社
会学・ 4件，総合的・ 3件である．
さらに1980年代に入ると，精神医学の臨床例
を踏まえた家族関係論，また心理学においても
カウンセリングの現場での事例を踏まえた家族
関係論が目立つようになる．河合隼雄著『家族
関係を考える』，大原健士朗著『家族関係の病理』
などである．心理学・精神医学の視点からの家
族関係論は，1980年代に出版された17件のテキ
ストのうち 9件を占め，心理学的家族関係論が
多くを占める点は，1980年代の家族関係論の特
徴であるといえる．そのほかの分野では，法学
（法学・経済学を含む）・ 4件，社会学・ 3件，
家政学・ 1件である．
1990年代以降，家族関係学のテキストの出版
件数は大きく減少する．その背景については推

測の域を出ないが，家族関係学のいわば「親」
領域である家政学が，日本の大学・短期大学の
学部名称，またカリキュラムにおいて，1990年
代以降，やや後景に退いたことが関連している
のかもしれない5．1990年代には 9件のテキス
ト等が出版されているが，その分野をみると，
法学・ 3件，心理学・ 1件，社会学・ 3件，家
政学・ 2件である．2000年以降はさらに出版件
数が減少するが，2000年代に出版された 5件の
内訳は，心理学・2件，社会学・2件，家政学・
1件となっている．2010年以降は，社会学から
のアプローチに分類されうる，長津美代子・小
澤千穂子編著『新しい家族関係学』の 1件のみ
である．
ここであらためて社会学の立場から執筆され
た家族関係学テキストの出版数を確認しておく
と，1960年代・ 4件，1970年代・ 4件，1980年
代・ 3件，1990年代・ 3件，2000年代・ 2件，
2010年以降 1件であり，1960年代以降常に一定
の出版数があったことがわかる．

5．社会学的「家族関係学」テキストの分析

4 節で確認されたように，家族社会学（社会
学）に依拠した家族関係学のテキストは，1960
年代以降，継続して出版されてきた．このこと
は社会学，とりわけ家族社会学が，家族関係学
に対して一定のインパクトを与え続けてきたこ
とを示唆する．本節ではこれまで出版されてき
た，家族社会学（社会学）に依拠した家族関係
学のテキストを取り上げ，家族社会学が家族関
係学に，どのようなインパクトを与えてきたか
を明らかにする．具体的には，それらのテキス
トが，家族に関してどのような概念や分析枠組
みを提示してきたかを検討する．以下では，
1960年代から2010年代を10年ごとの年代別に分
け，当該年代に出版されたテキストで提示され
ている，家族について考える際の概念や分析枠
組みを析出する．

5-1　1960年代
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1960年代に出版された，社会学に依拠した家
族関係学の著作は 4件である．菊池幸子『家族
関係の社会学―生活編』（世界書院，1966年），
菊池幸子『家族関係の社会学―教育編』（世界
書院，1968年），山手茂『家族関係とこどもの
教育』（大日本女子社会教育会，1968年），湯沢
雍彦『家族関係学』（光生館，1969年）の 4件
である．
菊池（1966）は，戦後初めて出版された，家
族社会学の知見をふまえた家族関係学のテキス
トである．「家族形態の変化とその分類」，「日本
家族の制度的変遷」という2つの章において，
家族の歴史的変遷をたどり，そのうえで近代社
会から現代社会にかけての家族の変化を検討す
るために，家族機能の変化，家族の内部構造（勢
力構造，役割分担，感情構造）の変化が，家族
社会学における研究の知見をふまえて論じられ
ている．また，家族周期の視点も取り入れられ，
直系家族と夫婦家族においての，独身前期・夫
婦同居前期・親子同居期・夫婦同居後期・独身
後期といった各期の長さの差異と，そこから読み
取れる家族の変化について論じられている．さ
らに，先に示したような独身前期から独身後期ま
での平均的な家族周期を「正常」としたうえで，
そうではない家族周期（たとえば婚姻後に夫が
死亡した，別居・離婚したために夫婦同居後期
がないパターン）を「異常」な家族周期と位置
づけ，異常な家族周期をたどる家族を「欠損家族」
として位置づけている．なお菊池（1968）は，本
書の続編として書かれたものであるが，主として
教育社会学の立場から，家族の教育機能，子ど
もの社会化過程などについて論じている．
山手（1968）は，一般向けに書かれたもので
ある．社会の変化によって，家族が変化してい
ること，また家族周期の段階によっても家族関
係が変化すること，ゆえに，家族周期の発達と
社会の変化とが結びついて，家族生活全体も家
族の人間関係も大きく変化していることを指摘
したうえで，夫婦関係と親子関係，きょうだい
関係，三世代の家族関係がどのように変化して
いるかが論じられている．母子家族・父子家族

は，家族解体が最もはっきりとした形をとって
いる家族であり，「欠損家族」として位置づけ
られている．
湯沢（1969）においては，家族関係学とは「家
族の人間関係の法則性を，家庭の物的諸条件と，
所与の社会構造との関連において把握する科
学」（湯沢 1969: 6）と定義される．そのために
必要とされるのは，現実の家族を「直接に観察
（observation）し，調査し（survey），あるい
は個別事例を精細に分析し（case study），あ
るいは統計的に大量処理して（statistical 
study），理論的枠組（theoretical framework）
によって立てられた未証仮説（hypotheses）を
実際に検証することによって法則性を発見し，
個々の命題を定立し，それらを合せて将来を予
見する」（湯沢 1969: 6）ことであるとされ，経
験科学的方法論の重要性が強調されている．
本書における家族の分析にあたっては，家族
形態，世帯構成（量的・質的），家族周期とう
概念をもちいて，マクロな家族変動を分析し，
さらにミクロな家族関係を分析するために，家
族の内部構造（夫婦関係，親子関係，老親と子
家族の関係，きょうだい関係，親族・同族関係）
に注目し，都市と農村の比較，海外との比較な
どがおこなわれている．

5-2　1970年代
1970年代には 4件のテキストが出版されてい
る．田村健二・岡村益『現代家族関係学』（高
文堂出版社，1970年），望月嵩他『家族関係と
家族福祉』（高文堂出版社，1973年），森岡清美
編『新・家族関係学』（中教出版，1974年），富
田嘉郎『今日の家族－家族関係学の新しい試み』
（ミネルヴァ書房）である．
田村・岡村（1970）では，家族関係学を「家
族集団における人間関係を家庭生活の構造的要
因との関連において把握する経験科学」（田村・
岡村 1970: 17）と定義し，生活構造論に基づく
家族関係研究を提案する．すなわち，生活を外
から枠づける条件としての時間と空間，生活の
展開を促す条件としての手段と金銭，生活を内
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側から築き上げていく条件としての役割と意識
に注目し，これらの連関のパターンを記述して
いこうとする．また，これらいずれかの条件の
変化によって，生活構造は古いものが新しいも
のにつくりかえられるとされる．たとえば，妻
の妊娠，子どもの出生・成長にともなって生じる，
時間と空間，手段と金銭，役割と意識の変化に
よって，夫婦関係に生じる変化が記述される．
望月他（1973）は，望月嵩のほか，布施晶子・
山手茂・牧野カツ子らの社会学者によって執筆
された著作である．徳川封建制下の武士家族の
家族道徳思想にその基盤をもち，明治政府の手
によって再編強化された，日本独特の「家族制
度」が，戦後どのように変容したかをとらえる
概念として，「形態」「機能」「生活周期」「役割」
「相互作用」等がもちいられる．すなわち，「も
はやつぐべき家業も，守るべき家産ももたない
労働者階級が急激に増加していく経済基盤の大
幅な転換のもとで」（望月他 1973: 33），家族構
成にみる夫婦家族形態の増加，家族規模にみる
小規模化が生じ，それにともなって生産的機能
を失い消費的機能をになう家族が増加している
ことが指摘される．
さらに，家族構成員の関係性の変容を検討す
るために，たとえば夫婦関係であれば，生活周
期のいかなる段階における夫婦関係であるかに
よって，取り結ぶ関係に異なる特徴があらわれ
ることを指摘したうえで，夫という地位・妻と
いう地位に期待されている役割（役割期待），
役割遂行にあたっての意思決定の過程への参与
までも含めた権限（勢力関係），情緒的なふれ
あい（情緒関係）などが検討されている．また，
親子関係においては，母と子，父と子とのあい
だの相互作用について，手段的な相互作用と表
出的な相互作用に分類し，母・父からみた子ど
もとの関係および，子どもからみた母・父との
関係について分析されている．
森岡編（1974）は，複数の家族社会学者らに
よって執筆された著作である．家族関係学その
ものについての定義はなされていないが，「は
しがき」にて「論述の骨格を家族社会学に求め」

ることが明示されている．この書では家族関係
への社会学的アプローチとして，制度アプロー
チ，構造－機能アプローチ，相互作用アプロー
チ，状況アプローチ，発達アプローチ，形態ア
プローチが紹介されている．これらのうち，こ
の書で明示的に採用されているのは，制度アプ
ローチ，構造－機能アプローチ，相互作用アプ
ローチである．
制度アプローチは，居住規則に基づいて構成
された 3つの家族類型（夫婦家族制，直系家族
制，複合家族制）を提示し，日本の「家」制度
に代表される直系家族制を通文化的な文脈にお
いて相対化する際にもちいられている．構造－
機能アプローチは，家族の機能，内部構造，役
割体系を論じる際に採用されている．たとえば
戦後の労働者家族が増加し，家族の機能が変化
していると想定されるなかで，夫婦の役割分担，
勢力関係などが記述されている．家族内部の相
互作用に注目する相互作用アプローチは，親の
子どもへのしつけのパターン等を論じる際に採
用されている．
さらにこの書では，家族周期の概念をもちい
て，家族研究へ時間的要素を導入するアプロー
チも採用されている．このアプローチでは，家
族には固有の発達的変化があるととらえ，個々
の家族がたどる時間的発展の中に，どのような
法則性が見いだせるかを検討する．本書におい
ては，家族の機能がその発達過程においてどの
ようにはたらき，変化するかが論じられている．
富田（1975）では，「ひとり家族社会学の研
究成果ばかりでなく，心理学，教育学，法律学，
人口学，精神衛生学，医学などが家族に関連し
て提供している所説をも取り入れて」（富田 
1975: .i）家族に関して包括的に論じるという立
場が表明されている．ただ，この書でひとつの
キーワードとなっているのは「機能」である．
核家族化にともない核家族の営む社会的機能が
縮小し，核家族に残された機能として，性の機
能，消費の機能，安息の機能，教育の機能の 4
つの機能が挙げられ，説明されている．
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5-3　1980年代
1980年代には，3件の社会学に依拠した家族
関係学の著作が出版されている．上子武次・増
田光吉『日本人の家族関係――異文化と比較し
て《新しい家庭像》をさぐる』（有斐閣，1981年），
藤竹暁『四十歳からの家族関係学』（講談社，
1982年），森岡清美・望月嵩『家族関係――現
代家族生活の社会学』（放送大学教育振興会，
1987年）である．
上子・増田（1981）は，サブタイトルからも
わかるように，日本にみられる家族関係を，異
なる社会と比較することに主眼をおいた書であ
る．比較にあたって著者らは，社会間にみられ
る差異を「何か固定不変の，そしてそれ自身は
説明のできない，質的に特異な＜国民性＞と
いったものから生まれているとみる立場」（上
子・増田 1981: 2）を退ける．そうではなく，
家族に関わる諸現象を「人びとをとりまく自然
的，社会的，歴史的諸条件と，人びとの内にあ
る諸要因の間にとりかわされる複雑な相互作用
の産物」（上子・増田 1981: 2）としてとらえ，
どのような社会的，文化的，自然的条件が，ど
のような家族現象を生み出すかを明らかにして
いくことが目指されている．
上記のような立場に立って本書では，家族構成，
家族観念，配偶者の選択と結婚，夫婦関係，離
婚と子ども，親子関係，祖父母と孫，親族関係等
のトピックについて，おもに欧米諸国との比較が
おこなわれている．たとえば，日本にみられるよ
うな直系家族型の家族構成は，世界的に見てか
なり特異であること，離婚に際して，とりわけ未
成年の子をもつ親の場合には，協議離婚が認め
られず，すべて裁判離婚であったり，協議離婚が
認められていても離婚後の子どもに関わる取り決
めに関して裁判所が関わる社会が多いなかで，
未成年の子のあるなしにかかわらず，当事者のみ
の意志による協議離婚が認められている日本の
離婚制度の特異性などが指摘されている．本書
では，異なる社会との比較という手法をもちいる
ことによって，日本の家族と家族をとりまく社会
のあり方を相対化させることに成功している．

藤竹（1982）は，社会学的家族関係論ではあ
るが，ほかの多くのテキストのような家族社会
学の見地に立ったものではなく，メディア論あ
るいは大衆文化論の立場からの家族関係論であ
る．映画・小説・テレビ番組等で描かれる父親
像・子ども像・恋愛・結婚などを取り上げなが
ら，各世代に特徴的な家族的な現象を論じてい
る．たとえば，結婚という制度に執着しない若
者像の登場の背景には，高度経済成長期に生ま
れ，豊かさの中で育ってきた人たちの世代的な
特徴があり，そうした世代においては，自分の
欲求が自動的にかなりの程度まで満たされるた
めに，社会の制度や決まりにこだわる必要がな
い，と分析されている．
森岡・望月（1987）では，居住規則に基づい
た家族の分類（夫婦家族制，直系家族制，複合
家族制）についてふれたのち，産業化にともな
う核家族化（小家族化）の傾向，家族機能の変
化などが論じられる．家族の内部構造について
は，役割構造・勢力構造・情緒構造についてふ
れられている．
さらにこの書に特徴的であるのは，家族周期
の議論に，ライフコースの発想が取り入れられ
ている点である．ライフコースの発想とは，「家
族自体に発達段階を設定することを排するばか
りでなく，まず個人の人生行路（pathway）に
注目し，諸個人の相互依存のなかに家族の展開
をとらえ直そうとする観点」（森岡・望月 1987: 
86）であり，時代や歴史的事件といった，家族
生活における外部からの影響を考慮し，これら
をコーホート別に整理することによって，時代
や歴史的事件の影響を組織的に明らかにするこ
とができる，とされている．すなわちライフコー
スの視点は，「多様性を踏まえたうえでの斉一
性の追求を可能にする」（森岡・望月 1987: 86）
ものとして，期待が寄せられている．

5-4　1990年代
1990年代には，3件の家族関係学のテキスト
が出版されている．望月嵩『家族関係論』（放
送大学教育振興会，1991年），および山根常男・
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玉井美和子・石川雅信編著『わかりやすい家族
関係学――21世紀の家族を考える』（ミネルヴァ
書房，1996年）が含まれる．また，日本家政学
会編『家族関係学』（朝倉書店，1991年）は，
日本家政学会40周年記念事業のひとつとして出
版された，家政学シリーズ全25冊のうちの 1冊
であり，「家政学的」家族関係学テキストという
位置づけが妥当であろうが，編者および執筆者
の多くに，社会学を軸におく研究者らが含まれ
ている．よってここでは，「社会学的」家族関係
学のテキストとして位置づけ，とりあげたい．
望月（1991）は，森岡・望月（1987）の望月

による執筆担当部分に，いくつかの章を加える
かたちでまとめられた書である．「家族関係の性
格や特色を，家族の発達過程にそいながら明ら
かにする」（望月 1991: 3）ことが狙いであると
論じられているように，家族周期の段階ごとに
（青年期・配偶者の選択・結婚・子どもの社会化・
中年期・老年期），そのステージの特質や課題
となりうる事柄が，機能・役割・情緒構造といっ
た概念をもちいながら説明されている．
山根他（1996）では，これまでの家族関係学
のテキストでしばしば用いられてきた制度・機
能・構造などの概念が，使われてはいるものの，
それほど強調されてはいない．本書では，家族
には集団としての面，過程としての面，ライフ
スタイルとしての面，制度としての面，関係と
しての面という5つの側面があるととらえ，家
族という言葉が，これらのうちのどのような意
味で使われているかにに注目するよう促される．
また，それまでの家族関係学のテキストではふ
れられてこなかった，家族に関する歴史人口学
における研究成果や，フェミニズム運動，ジェ
ンダー概念などについても紹介されている．
日本家政学会編（1991）は，編者に袖井孝子，
執筆者には牧野カツコ・清水新二・服部範子が
加わっており，「家政学シリーズ」の 1冊では
あるものの，社会学的視点の強い家族関係学の
テキストと位置づけることができる．袖井は「家
族関係学とは何か」を論じる冒頭の章で，家族
関係学の特徴について本稿 3節でふれたよう

に，「規範性・実証性・実践性」としつつも，
規範性を強調することは「学問の本質とされる
価値中立性や客観性を，時として妨げる」（袖
井 1991: 2）として，そこからやや距離をとる
立場を示す．「あるべき家族像」を特定化する
ことの難しさなどのために，家族関係学にも規
範性ではなく，より実証性を重視する動きがあ
ることを指摘する．本書の他の章においても，
形態・機能・内部構造といった概念をもちいな
がら，家族形成期・中年期・老年期の家族生活
について，データに基づき実証的に記述されて
いる．たとえば，「親になること」に関する牧
野カツコによって執筆された箇所では，牧野に
よる育児不安に関する研究の知見をふまえ，夫
婦の分業的な役割構造，母親だけの孤立した育
児環境の問題が指摘されている．

5-5　2000年代
2000年～ 2009年の間に出版された家族関係
学のテキストは 2件である．土屋葉編『これか
らの家族関係学』（角川書店，2003年），山根常
男・玉井美知子・石川雅信編著『テキストブッ
ク家族関係学――家族と人間性』（ミネルヴァ
書房，2006年）である．
土屋編（2003）は，家族社会学およびジェン
ダー論を専門とする研究者らによって執筆され
たものである．結婚，夫婦関係，親子関係，高
齢者と家族，といったこれまでの家族関係学の
テキストと共通のトピックが取り上げられてい
るものの，大きく異なる点がある．それは家族
関係学が前提としてきた規範性に対する疑問が
提起されている点である．実践的であることが
目指されたそれまでの家族関係学においては，
そこに必然的に目指すべき家族像が提示されて
きたことが指摘される．「生活の向上という具
体的な目標のもとに，現実の生活を理想的なそ
れに近づけようとするための規範的な基準が，
おおむねどの教科書においても必ず提示され
る」（土屋 2003: 16）と指摘したうえで，しかし，
学問の中で画一的な目指すべき「家族」像を提
示すること自体が問題をはらんでおり，それは，



45生活社会科学研究　第25号

理想的な家族に当てはまらない家族を「問題」
家族としてとらえ，こうした家族を否定的にと
らえ，偏見をつくりだすことにも寄与してし
まったと論じられる．さらに家族関係学におい
て目指されてきた「平等で民主的な家族」像が，
ジェンダーによる差別を構造的に内包してきた
ことも，看過されがちであったと指摘している．
それらの指摘を受けて本書では，「家族規範
の成立と変容」という章を設け，「あるべき家
族像」（＝近代家族）が社会の変化とともにど
のように形づくられたのかが論じられる．また
「ジェンダー論と家族関係」という章では，家
族成員間の関係をジェンダーの非対称性を踏ま
えて理解することによって，夫と妻の関係に権
力関係を見いだし，公的領域と私的領域が相互
補完的であること（e.g. 公的領域における女性
労働の周辺化は私的領域での性別役割分業を前
提としている）が明らかにされた，という点が
指摘されている．
山根他編著（2006）は，社会学を中心としつ
つも，社会福祉学，心理学，教育学，家政学，
医学といった多様な分野の研究者らによって執
筆された「総合的」な家族関係学のテキストで
ある．家族の「機能」は本書においても重要な
キーワードである．産業化・都市化の過程で家
族機能の外部化が進んだことが指摘されるとと
もに，性別分業によって家族関係が安定し，そ
うした家族の安定が社会システムの維持に貢献
する機能を担っているという見方に対する，
フェミニズムの立場からの批判的な見解も紹介
されている．
家族は社会に対して常に「機能的」であると
は限らないこと，さらに，家族の関係にこそ権
力関係や暴力が生じうるという視点に立って，
本書で強調されるのは，「家族を支える」とい
う視点である．本書では，地域での子育て支援，
ひとり親家族への社会的援助，ドメスディック・
バイオレンスと家族の問題，子どもに対する社
会的養護などの多様な視点から，家族に期待さ
れる「機能」を相対化し，家族を社会で支える
試みについて論じられている．

さらにジェンダーに関しても，それが社会で
どのように再生産されていくのかについて，「子
どものジェンダー形成過程」という章が設けら
れている．子どもが性役割を形成していく過程
は，子どもが自分の性にふさわしい行動をとる
ことにより，周囲の人たちの期待に応え，その
行為を賞賛されることによって性役割行動がさ
らに強化されるという，子どもと周囲との相互
作用過程であることが指摘されている．

5-6　2010年代
2010年以降に出版された社会学の立場からの
家族関係論のテキストは，長津美代子・小澤千
穂子編著『新しい家族関係学』（建帛社，2014年）
の 1冊のみである．本書には多数の家族社会学
者が執筆に加わっている．「家族関係学を学ぶ
にあたって」と題された序章において，家族関
係学を学ぶ意義のひとつに，「家族の相対化」
が挙げられている．用意された分析概念をもち
いることで「自分の家族に対する固定的な考え
方から離れ」（長津 2014: 5）てみること，そこ
から，これまでとは異なる家族に対する考え方
に出会うことの重要性が説かれている．
こうした立場に立って，本書ではおもに家族
社会学の知見をふまえて，家族を相対化してい
く概念や視点が紹介されている．たとえば，「離
婚・再婚とステップファミリー」という章では，
ステップファミリーの親子関係に関する研究の
知見から，「世帯」という単位によって家族メ
ンバーを限定するのではなく，世帯を超えて関
係を維持する「ネットワーク」として家族をと
らえる視点が紹介されている．

6．考察―家族社会学の家族関係学へのインパクト

5 節において検討した，家族社会学（あるい
は社会学）に依拠した家族関係学テキストの内
容をふまえて，本節では家族社会学が家族関係
学へどのようなインパクトをもたらしてきた
か，ひいてはそれが，家庭科教育に対してどの
ような示唆を与えうるかを検討したい．
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家族社会学が家族関係学に対して及ぼしてき
たインパクトには， 2点あると思われる． 1つ
は，家族を実証的に分析し，理解するための概
念を提供してきたこと， 2つ目は，近代家族論
をふまえて，家族が論じられるときにしばしば
帯びてしまう規範性を相対化したこと，である．

6-1　家族を分析する際の概念の提供
家族関係学が，実証性を志向する学問である
ことは 3節でふれたが，家族社会学は，家族を
実証的に分析し理解するための概念を，家族関
係学に対して提供してきた．それらの概念は，
家族社会学に依拠した家族関係学のテキストが
初めて出版された1960年代当初からもちいられ
てきたものであり，以降，家族社会学に依拠し
た多くのテキストにおいて共通して使われてき
た．それらの概念には，制度・形態，構造・機
能，家族周期・家族のライフサイクル・ライフ
コースなどがある．
（1）制度・形態
制度や形態から家族をとらえるということ
は，すなわち，家族についての「社会的に支持
されたパターン」（森岡 1974: 9）を見いだして
いくということである．家族社会学においては，
例えば夫婦家族制，直系家族制，複合家族制と
いった概念をもちいながら，家族に関する歴史
的な変化の記述や，通文化的な国際比較がおこ
なわれてきた．
（2）構造・機能
制度や形態といった概念は，社会における家
族関係の安定したパターンをよくとらえること
はできたが，具体的な個々の家族関係をうまく
把握することは難しかった．構造や機能という
概念を用いることによって，具体的な個々の家
族関係を把握すると同時に，それらの家族関係
を社会のあり方と関連づけて考察することが可
能になった．
家族機能，家族の内部構造といった概念は，
産業化による社会変動のなかで家族がどのよう
に変化したかを検討する際にしばしば用いられ
てきた．すなわち，産業化によって，家族が果

たす機能が縮小する傾向にあるのかどうか，ま
た内部構造については，産業化によって，家族
の役割構造・権威構造・情緒構造にどのような
変化がみられるのか，などを実証的に検討する
ことによって，産業化と家族変動との関連が論
じられてきた．
（3） 家族周期・家族のライフサイクル・ライフ

コース
家族の歴史的変化は，制度という概念をもち
いて記述されたが，家族周期（または家族のラ
イフサイクル）という概念は，制度によって家
族を把握するのとは違ったかたちで，家族の時
間的変化を記述する概念である．つまり家族周
期という概念をもちいることによって「家族に
は固有の発達的変化があることに注目し，その
過程において人間の生活がいかなる問題性を有
するか」（宮城 1974: 55）が検討されてきた．
具体的には，家族周期にいくつかの段階を設定
し，その段階ごとに異なる課題があることが指
摘される．これまでの多くの家族関係学のテキ
ストが，結婚まで，親になる時期，中年期，老
年期といったように，家族関係を何らかのかた
ちでステージを区切って論じてきたことから
も，家族周期の考え方は，時間のなかで変化し
ていく家族生活をとらえるうえで有効であった
といえるだろう．
ライフコースという概念は，1980年代以降の
テキストに登場する．家族周期は，時間のなか
での家族生活の変化の「平均的」なパターンを
意味しており，「平均的」ではないパターンは
家族周期の「異常」であるとされ，「異常」な
パターンをたどる家族を意味する「欠損家族」
という概念も長く使われてきた．そのような平
均的・画一的なパターンをあらかじめ想定する
のではなく，個人の人生により焦点を当て，個
人と個人の関わりから家族関係の展開を明らか
にしようとするのがライフコースの視点であ
る．ライフコースの視点からの研究では，家族
生活に関わるものも含む，個人の人生上の移行
をコーホート別に整理し，時代や歴史的事件の
インパクトが検討されてきた．
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以上のような，制度・形態，構造・機能，家
族周期等の概念はそれぞれ，家族の異なる側面
に照準するものである．これらの概念をもちい
て，家族に対して多面的にアプローチすること
によって，ある時代の家族について，異なる社
会・異なる歴史的時点と比較しながら検討する
ことが可能となる．その意味で，家族社会学は
家族関係学に対して，家族を異なる社会・異な
る歴史的時点と比較しつつ，相対的にとらえる
ツールを提供してきたといえるだろう．

6-2　近代家族論のインパクト
家族社会学においては，1980年代半ば以降の
近代家族論の登場によって，「家族社会学のパ
ラダイム転換」（落合 1989）ともいわれる状況
をむかえる．つまり核家族，子ども中心，夫婦・
親子の情緒的絆，「男は仕事，女は家庭」とい
う性別分業といった家族の特徴は，歴史的家族
類型である近代家族の特徴であったが，そうし
た家族の特徴が，研究者らにも明瞭に自覚され
ないまま，家族を定義し，分析する際の前提と
されていたのではないかと批判された．さらに，
学問の営みにおいて共有されている知識は，社
会を構成するメンバーに共有された知識や価値
観に支えられ，また相互に影響を与え合ってい
ることから，家族社会学の領域においては，社
会に共有された家族に対するある一定のイメー
ジについても，批判的に検討していくという動
きが高まった．
こうした動きのなかで，家族社会学に依拠し
たテキストでは1990年代以降，家族関係学が帯
びてきた規範性という志向，つまり，よりよい
生活を実現するという目標を設定して，その目
標を達成するように現実の家族生活を近づけて
いく，という家族に対するアプローチにも疑問
が投げかけられるようになる．言い換えると，
家族関係学において，目指すべき，望ましい家
族のあり方として設定されてきた「民主的な家
族」・「よりよい家族生活」といった理念そのも
のを相対化する必要性が指摘されるようになっ
た．さらにテキストにおいては，それまでの近

代家族を「当然」とする見方では見えてきにく
かった家族生活の諸側面（e.g. 「愛情」規範に
よって見過ごされてきた，家族メンバー間の暴
力の問題）が積極的に取り上げられるように
なった．
このように近代家族論は，学問において，そ
して社会生活のあらゆる領域において，家族に
関する規範を相対化する視点を提供したという
意味で，家族関係学に対しても非常に大きなイ
ンパクトを与えたといえる．

6-3　家庭科教育に対する示唆
では，こうした家族社会学からの家族関係学
へのインパクトは，家庭科教育に対してどのよ
うな示唆を与えうるだろうか．
1つには，実証的な知見に基づいた家族に対

する認識を促進することがある．家族社会学に
は，先にふれたような概念を用いておこなわれ
た実証研究の蓄積がある．それらの知見を家庭
科教育に効果的に取り入れることによって，家
族に関わる諸現象を時間軸・空間軸のうえに位
置づけて理解していくことが可能になると思わ
れる．
2つ目に，近代家族論をふまえ，家庭科教育

においても，家族に関する規範を相対化する視
点を伝えていくことの重要性が示唆されている
といえる．「あるべき家族」像が自分を縛って
いることがないかどうか，社会の制度が前提と
する家族像とはどのようなもので，それがどの
ような人々を生きづらくしているか，などを考
えていく作業によって，自分の経験や，社会の
中で広く共有された「あるべき家族」像から距
離を取り，家族を，社会をとらえる視野を広げ
ていくことが，家庭科教育において家族を学ぶ
際の重要な柱になりうることを，近代家族論は
示唆している．

7．おわりに

本稿では，家族社会学に依拠した家族関係学
のテキスト分析をおこない，家族社会学が家族
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関係学におよぼしてきたインパクト，それがひ
いては家庭科教育に対してどのような示唆を与
えうるかを検討した．
1960年代以降，出版された家族社会学に依拠

した家族関係学のテキストは，2000年代以降は
減少傾向にあるものの，一定の出版件数を保っ
てきた．これは家族社会学が，家族関係学を支
える一領域であり続けてきたことを示すものでも
ある．それらのテキストの内容を検討したところ，
家族社会学は家族関係学に，①家族を実証的に
分析し，理解するための概念，および，②家族
が論じられる際にしばしばともなう規範性を相対
化する視点を提供してきたといえるだろう．これ
らのことから，家族社会学は家庭科教育に対し
て，①実証的な知見に基づいた家族に対する認
識を提供し，②家族に関する規範を相対化する
視点の重要性を指摘してきたといえる．
家庭科教育は，常にその時代の教育政策に翻
弄されてきたという経緯がある（堀内，2013）．
今後の教育政策・家庭科教育の動向のなかで，
家族社会学からの示唆が，どのようなかたちで
家庭科教育のなかに反映されうるのか，引き続
き注視していく必要があるだろう．

注
1 2009年以前に告示された学習指導要領は，国立教
育政策研究所「学習指導要領データベース」（http://
www.nier.go.jp/guideline/index.htm 2018年 8 月 2
日アクセス）を参照した．

2 高等学校学習指導要領においては，1960年以降も
家庭生活，家庭経営といった学習内容は継続的に
設置されていた．ただし1960年の高等学校学習指
導要領においては，家庭科は女子のみ 4単位，特
別の事情がある場合には， 2単位まで減ずること
ができるとされており，女子のみが必修とされた．

3 ただしこうした区分は必ずしも固定的なものでは
ない．これら 6領域に家政学原論を加えて， 7領
域とされる（日本家政学会編 1990）こともあれば，
家政学原論・家庭経済学・家族関係学・食物学・
被服学・住居学・児童学の 7領域とするもの（松島・
松岡 1999）もある．

4 「～の家族関係」のように，論じようとする家族関

係の時代や対象を狭く限定している著作は除外し
た．また，版を重ねているものに関しては，初版
のみを取り上げた．

5 お茶の水女子大学の家政学部が生活科学部に改組
されたのは1992年，実践女子大学が家政学部を生
活科学部に名称変更したのが1995年である．
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Home Economics Education and Family Sociology: An Analysis on Textbooks of Family Relations

Junko Nishimura

Summary

Studies of family relations are interdisciplinary research area which is based on the study 
fields such as sociology, judicial science, and psychology; they serve as an academic basis for 
curriculum of home economics education, particularly for the study about families. This paper 
explores the impact of family sociology on studies of family relations and home economics 
education, by analyzing textbooks of family relations which are written based on family sociology.
By reviewing the published textbooks of family relations since 1945, it was found that there 
has been stable number of family relations textbooks from sociological point of view, particularly 
since the 1960s, which implies that family sociology has played an important role in the studies of 
family relations. An analysis of textbooks showed that family sociology have provided concepts 
for empirical studies about families, and a comparative perspective of family norms for the study 
of family relations. Therefore, family sociology can contribute to home economics education by 
providing knowledge about families based on empirical evidence, and by suggesting the 
importance of comparative perspective on family norms.
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